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	本市の課題
　面積の84％を占める森林資源の活用が最大の課題と言えますが、木材価格の低迷により山林経営の意欲もそがれ、荒れ放題の山が増えてきており、災害の発生も危惧されているところです。

	視察で参考となった事項

　やはり、最初に計画ありと感じました。上野村では菌床シイタケ栽培をメインに据えた産業興しによるアイ・ターン者の定住促進を進めることを決められました。そして、上野村に豊富に存するのは山の木であり、木を活用したペレット製造によるガス化発電＋熱供給システムの導入を計ることとなりました。これらは同時進行で行われたのですが、自前のエレルギー供給による自立した地産地消の栽培施設を作ることができ、約60人のアイ・ターン者の雇用と年商3億からの販売実績を達成したのです。問題の資金繰りですが、（自己資金は厳しく）政府の山に対する補助金や各種補助金を洗い出し、自分たちの村で取り入れることができるものを積極的に活用していったそうです。
　今回のプロジェクトは、ドイツのブルクハルト社製ガス化発電装置の輸入代理店である三洋貿易が重要な役割を果たしたことを知りました。日本にはこれまでなかったシステムを導入する訳ですが、欧州での豊富な実績により蓄積したノウハウで、見事に成功に導かれたものと推察いたします。

	提言・その他（庄原市の施策にどのように生かすことができるか など）
　庄原市には既にペレット工場があります。上野村も当初は、年間生産量が500～600トンで推移していたそうですが、中々黒字化できず次の一手を考える中からペレットガス化発電＋熱供給による菌床シイタケ栽培が立案された経緯があります。それが今では、年間1600トンのペレットを製造する様になり（施設の改修工事あり）、しかもブルクハルト社製の発電装置が安定的に使えるまでになったことは驚きです。基本的には、欧州規格A1ペレットしか使えないと言われていた装置ですので、稼働率は75％程度ではありますが、大きな問題とは考えられていません。将来は、もっと安定したペレットとなる可能性があります。
　提言として、ズバリ！上野村を真似ることです。ただ、熱を活用（冷暖房）しての栽培品目は慎重に検討する必要があります。周年栽培を念頭に、将来的な嗜好の変化も考えながら。個人的には、市場調査をしたわけでは有りませんが、菌床シイタケ栽培がベターかなと考えます。それは、上野村の栽培の実状を見せて頂いて感じました。



※平成28年８月26日（金）までに議会事務局に提出してください。
